
Ⅰ　緒言

　平成２０年３月２８日に学校教育法施行規則の一

部改正と中学校学習指導要領の改訂が行われた。

中学校新学習指導要領は平成２４年度から全面的

に実施されるが、平成２１年度から移行措置とし

て数学、理科等を中心に内容を前倒しして実施

することになっている。

　今回の改訂は、戦後初めて改正された教育基

本法や学校教育法等の規定にのっとり、平成２０

年１月の中央教育審議会答申を踏まえ、①教育

基本法改正等で明確となった教育の理念を踏ま

え「生きる力」を育成すること、②知識・技能

の習得と思考力・判断力・表現力等の育成のバ

ランスを重視すること、③道徳教育や体育など

の充実により、豊かな心と健やかな体を育成す

ることを基本的なねらいとして行われたもので

ある１）。

　中学校保健体育科は、平成２０年１月の中央教

育審議会の答申において示された、「教育課程

の基準の改善のねらい」と「各教科の主な改善

事項」を踏まえ、その改善の具体的事項の一つ

として、生涯にわたって運動に親しむ資質や能

力を育成するという観点から、第１・２学年で、

「体つくり運動」、「器械運動」、「陸上運動」、

「水泳」、「球技」、「武道」、「ダンス」、「体育理

論」をすべての生徒に履修させることになった。

　これまでの学習指導要領では、第１学年では、

武道またはダンスのいずれかを選択、第２・３

学年では球技、武道、ダンスの中から２領域を

選択することになっていた。したがって、第１

学年でダンスを選んだり、第２・３学年で球技

とダンスを選んだりする生徒は武道を履修しな

いまま中学校を卒業していたことになる。

　それが新学習指導要領では、第１・２学年で

男女とも武道が必修になり、第３学年では、武

道と球技のいずれかの選択になった。したがっ

て、男女とも武道を履修しないまま中学校を卒

業することはなくなったのである。

　また、今回の改訂においては、子どもたちの

体力が低下する中で、中学校段階は生徒の体の

発達も著しい時期であるため、授業時数を増加

する必要があるとされ、各学年とも９０単位時間

としていたものが、１０５単位時間に改められ

た １）     。それによって、少なくともすべての中学
　

生が２０時間近くは武道を履修するようになると

言われており、教師はそれを指導しなければな

らなくなる２）。

　武道が教育現場に必要であると考え、その指

導法に自信を持っている教師にとっては、教育

効果を発揮させる機会が訪れたと歓迎するであ
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ろう。しかしながら、そうではない教師やこれ

から教師を目指すものは不安を感じているので

はなかろうか。その不安とは、「どのような授

業を行っていけばよいのか」、「施設・設備や用

具の問題」、「安全を確保する指導法の問題」な

どである２）。

　特に、柔道においては、「その障害は単に骨

折や捻挫のみならず、頚椎損傷等、時には死に

至るほど大きなものが多い」３）ことから、指導

中の怪我に不安を抱いている指導者は多い。

　もう一つの大きな不安は、「武道における我

が国固有の伝統や文化」についての指導である。

「武道」は、平成元年３月の学習指導要領の改

訂までは「格技」という名称であった。「武道」

への名称変更は、２１世紀を目指し社会の変化に

自ら主体的に対応できる心豊かな人間の育成を

図ることを基本的なねらいとした教育課程審議

会の答申（昭和６２年１２月）に基づいて行われた

ものである。

　この教育課程審議会の答申に盛り込まれたも

のの一つに「国際理解を深め、我が国の文化と

伝統を尊重する態度の育成を重視すること」が

挙げられており、体育については、諸外国に誇

れる我が国固有の文化として、歴史と伝統のも

とに培われてきた武道を取り上げ、その特性を

生かした指導ができるようにしたのである４）。

　つまり、「格技」から「武道」へ変わったこ

とによって、戦後一貫してとられてきた学校体

育の運動分類が、「心身の健全な発育・発達」

を目的としてバランスよく運動を配置する考え

方に、「国際化」、「伝統」、「文化」という新た

な価値観を持ち込んだのである５）。

　名称が「格技」から「武道」に変わって２０年、

このような新たな価値観がどの程度浸透したか

を検証した資料はあまり例をみない。

　改正された教育基本法でも、「伝統と文化を

尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛

するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和

と発展に寄与する態度を養うこと」（第２条第

５号）と、伝統や文化に関する具体的な目標が

明示された。さらに、『教育課程部会における

これまでの審議のまとめ』（平成１９年１１月７日）

でも、「武道については、その学習を通じて我

が国固有の伝統と文化に、より一層触れること

ができるよう指導の在り方を改善する」ことが

掲げられた６）。

　新学習指導要領でも武道の学習を通じて、我

が国固有の伝統と文化により一層触れることが

できるよう指導の在り方を改善することが示さ

れている。

　しかし、「伝統や文化」に注目して学習指導

要領を見てみると、何をどう扱うべきか具体的

に示されていない。そのことが教師の指導に対

する不安のいきつくところでもある。

　そこで本研究では、中学校体育における武道

領域の一教材である「柔道」の授業で求められ

る教材観を明らかする。また、柔道授業の指導

法については、「安全面」と「伝統や文化」に

焦点をあてて考察を行い、武道必修化に伴う柔

道指導法のあり方を提示していく第一歩とする。

Ⅱ　研究方法

１．教育基本法の改正と武道の必修化の経緯、

体育授業における武道のねらいを文献調査

から明らかにする。

２．新中学校学習指導要領における柔道授業の

ねらいと柔道の「よさ」について文献調査

から明確にする。

３．中学校体育における柔道の授業の学習内容

と投げ技の指導の順序を提示する。

４．柔道の授業を安全に行うため、文部科学省

発行の学習指導要領解説、保健体育編およ

び柔道指導の手引を検証する。

５．学校体育の柔道の授業において取り扱うべ

き「伝統的な行動の仕方や考え方」を例示

し提案する。

　以上の課題を達成するために、本研究では文

献を詳読し、検討を行う文献研究を主な方法と

する。 
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Ⅲ　結果と考察

１．教育基本法の改正と武道

（１）教育基本法の改正

　平成１８年１２月２２日、戦後初めて改正された教

育基本法が公布・施行された。そのもとをたど

れば、平成１２年３月に設置された「教育改革国

民会議」である。この会議報告で「教育を変え

る１７の提案」がされ、その中で教育基本法の見

直しと教育振興基本計画策定が提言されている。

これを受け、文部科学大臣が中央教育審議会に

諮問し、審議が始まり、平成１５年３月、「新し

い時代にふさわしい教育基本法と教育振興基本

計画の在り方について」を答申。そして、与党、

政府での検討の後、国会に提出され、平成１８年

１１月、衆議院本会議で、同１２月、参議院本会議

で可決・成立した。

　改正教育基本法のポイントをまとめると以下

のようになる。

　第一条で教育の目的として、「人格の完成」、

「国家及び社会の形成者として必要な資質を備

えた心身ともに健康な国民の育成」を期すこと、

がまずもって示されている。

　第二条で教育の目標として、「豊かな情操と

道徳心」、「自律の精神」、「職業及び生活との関

連を重視」、「公共の精神」、「生命を尊び、自然

を大切にし」、「伝統と文化を尊重し、それらを

育んできた我が国と郷土を愛する」ことが強調

されている。これらはとりもなおさず教育にお

ける現状と課題が反映されたものと考えること

ができる７）。

　この教育の目的・目標をうけて、①知・徳・

体の調和がとれ、生涯にわたって自己実現を目

指す自立した人間の育成②公共の精神を尊び、

国家・社会の形成に主体的に参画する国民の育

成③我が国の伝統と文化を基盤として国際社会

を生きる日本人の育成の実現を目指していくこ

とになる８）。

　ここで、注目したいのは、「③我が国の伝統

と文化を基盤として国際社会を生きる日本人の

育成」の実現である。なぜならば、柔道は「武

技、武術などから発生した我が国固有の文化」
１）だからである。よって、以下「伝統と文化」

に焦点をあてて考察していくこととする。

　改正教育基本法第２条第５号規定に、「伝統

と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が

国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国

際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこ

と」９）という、伝統や文化に関する具体的な教

育目標が定められた。

　この目標は、ますますグローバル化する現代

社会において、我が国が持続可能な発展を遂げ

ていくためには、国際社会との「共存・共栄」

が不可欠であり、また、我が国の伝統や文化を

継承・発展させていくことは、異なった伝統や

文化に立脚した人々とも「共存・共栄」をはか

っていく上で欠かすことのできないものである

ことから、新たに設けられた教育目標である ９）     。
　

（２）「伝統や文化」と学校教育

　では、この「伝統と文化」を学校教育でどの

ように育んでいくのか。中央教育審議会答申

（平成２０年１月）では、「国際社会で活躍する日

本人の育成を図る上で、我が国や郷土の伝統や

文化を受け止め、そのよさを継承・発展させる

ための教育を充実することが必要」とし、「伝

統や文化について理解を深め、尊重する態度を

身に付けてこそ、グローバル化社会の中で、自

分とは異なる文化や歴史に敬意を払い、これら

に立脚する人々と共存することができる」と述

べている。

　これをうけて、各教科でどのような内容を指

導することになるのか、簡潔に示す。

○　国語科―古典などの暗唱、和歌・物語、俳

諧、漢詩・漢文などの古典や物語、詩、伝

記、民話など。

○　社会科―小学校では、縄文時代の人々のく

らしや、我が国の代表的な文化遺産。中学

校では、地理的分野、歴史的分野、公民的

分野に応じて、様々な伝統や文化に関する

学習。
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○　音楽科、図画工作科、美術科、工芸、書道

―唱歌や民謡、郷土に伝わる歌、和楽器、

我が国の美術文化など。

○　技術・家庭科―衣食住にわたる伝統的な生

活文化。

○　保健体育科―武道の指導。

　以上のように学校教育活動全体を通じて伝統

や文化を身に付けさせていくことが学習指導要

領改訂の一つの特徴である１０）。学校体育におい

ては、武道で「伝統と文化」を育んでいくこと

となる。

（３）武道の必修化

　教育基本法で「伝統と文化」に関する具体的

な教育目標が定められたことを受けて、初等中

等教育分科会教育課程部会では、各教科の改善

の中で、「国際社会で活躍する日本人の育成を

図る上で必要な我が国の伝統、文化を受け止め

それを継承・発展するための教育の充実」を課

題に検討を深めてきた。

　平成１９年１１月７日、同部会は「審議のまと

め」を発表し、「中学校における武道必修化」

を打ち出した。このねらいについて文部科学省

は、「生涯における豊かなスポーツライフを実

現する視点から、多くの領域の学習を十分に体

験させた上で、それらをもとに自らが更に探求

したい運動を選択できるようにする」、「中学校

１年・２年でこれまで選択必修であった武道と

ダンスを含めて全ての領域を必修とし、３年か

ら領域選択を開始する」と述べている。また、

「武道の学習を通じて、我が国固有の伝統と文

化に、より一層触れることが出来るようにす

る」と解説している。

　また、「生涯における豊かなスポーツライフ

を実現する」ことも武道必修化のねらいの一つ

であるが、このねらいを達成するためには、運

動の「よさ」を味わうことができるようにする

指導が大切である。それでは、柔道の「よさ」

とはなにか。

（４）スポーツとしての柔道の「よさ」

　柔道は、武道領域の１教材として体育の学習

内容に位置付いている。陸上競技や球技と同じ

ように武道はスポーツの中の一つの領域である。

これには経緯がある。

　戦後、学校における体育の授業のみならず、

運動部活動においても、武道は禁止された経緯

がある。その後、文部省（現文部科学省）は

GHQ総司令部との間で「現在の柔道は、完全

に民主的スポーツとしての性格、内容をそなえ

た」として学校柔道の復活交渉にあたった。そ

の結果、許可が得られ、昭和２５（１９５０）年１０月

１３日付で「学校における柔道の実施について」

文部省事務次官名で通知。その中で、「柔道は

民主的なスポーツとして新しい内容をそなえて

きましたので、中学校以上の学校体育の教材と

して取り上げ、実施可能な学校においては、こ

れを行ってよい」とした。

　スポーツとしての柔道のよさは、とりもなお

さず、相手の動きに対応した攻防を展開して勝

敗を競い合う楽しさである。また、自己の能力

・適性等に応じた技を身に付け、自由練習など

で生かすことができる楽しさである。

　通常はこれら２つの楽しみ方を味わっている

のである。自己の能力等に応じた得意技を身に

付けることや、得意技を生かして、自由練習で

相手と最善を尽くして攻防を展開したり、試合

で勝敗を競い合ったりするところにスポーツと

しての柔道の楽しさがある１１）。

　柔道は、「相手を見事に背負い投げで投げて

みたい」「僕は体落としで」「私は払い腰で」と

いうように、柔道特有の技で相手の力を巧みに

利用して見事に投げて、「一本勝ち」の醍醐味

を味わうところに魅力があり、他の種目にはな

いよさがある。これを「機能的特性」という。

　これまでの体育の学習指導においては、どち

らかといえば、運動の「効果的特性」に着目し

た指導に重点があったが、生涯体育・スポーツ

の観点を重視したことから「構造的特性」に着

目した指導に重点が移り、そして今日、その運

動固有の楽しさや喜びを味わうための機能的特

性に着目した学習指導へと発展してきている。
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　「効果的特性」とは、柔道を学ぶことによっ

て筋力、持久力、柔軟性などの向上をめざすこ

とであり、いわば柔道を手段として体力の向上

を図ることが主眼である。このことを強調した

指導となると、教材が体力向上のための手段と

なり、柔道固有の楽しさや喜びが失われてしま

うおそれがある。

　「構造的特性」は、技能の構造を明らかにし、

技能の系統性を重視することから、指導上、技

能の向上にとっては効果的である。しかし、技

能の向上が中心的なねらいとなってしまい、す

べての生徒に一律に高い技能を求め過ぎたきら

いがあった。その結果、技能的に、体力的につ

いていけない生徒も少なくなく、それが運動へ

の関心・意欲の低下にもなった。個に応じた指

導の重要性が言われ始めたゆえんである。

　したがって、武道、柔道固有の楽しさや喜び

を味わうことができるよう、個に応じた得意技

を身に付け、自由練習や簡易な試合（試合）を

適時・適切に位置付けるなど、単元を通して機

能的特性を重視した指導を行うことが大切であ

る。そして、その学習過程で、効果的に技を身

に付け、それを得意技にしていくことができる

よう、技の系統性（構造的特性）を重視した指

導を取り入れ、さらには、得意技を磨くために

自己の体格・体力に応じていっそう体力を高め

ていく（効果的特性）ことができるようにする

ことが必要である１１）。

（５）武道としての柔道の「よさ」

　１）字義としての格技

　戦後、武道は禁止された経緯があるが、「柔

道は民主的なスポーツとして新しい内容をそな

えている」とし、「格技」という名称で復活し

ている。そして、平成元年３月の学習指導要領

の改訂において、「国際理解を深め、我が国の

文化と伝統を尊重する態度を育てる」ことを目

指し、「格技」から「武道」へ改められたので

ある。よって、ここでは民主的なスポーツとし

て復活した「格技」と「武道」を比較すること

で、スポーツとは異なる「武道としての柔道の

よさ」について考察する。

　運動領域名「格技」とは、格闘技（コンバッ

トスポーツ）の略語である。その用語の発生は、

第二次世界大戦中の体錬科武道の担った戦時色

の濃いイメージを払いのけ、明るいスポーツと

して出発しよう、と昭和３３年学習指導要領の改

訂以来使用されてきたことにある。日本古来の

武道に、スポーツの要素を取り入れ、新しい運

動領域として発展したものと言えよう。

　その字義を追うと、「挌」とは手で打ち合っ

て戦うこと、「闘」は二人の人が手に武器を持

ち、立ち向かって戦う姿を表す。よって、「格

技」とは「二人のものが向かい合い、素手ある

いは武器を持って相手と戦い、一定のルールの

下に勝敗を決する運動」といえる。つまり、格

技とは対人格闘技という技術的観点に着目して

つけられた名称であり、そのねらいは、基本動

作、対人的技能ができるようになるところにあ

る１２）。

　２）字義としての武道

　今日、我々が理解する武道という用語は、古

くは、武芸、武術等の語が使用されてきた。言

い換えれば、武道とは本来、武芸や武術から出

発したものといえる。では、武芸や武術とは何

なのか。字義から考えると次のようになる。

　「武」とは、戈と止の合わせ字である。戈は

マサカリ型の武器を表し、止は趾（あし）の原

字である。止めるができる前に「武」という字

が生まれた。「武」とは長い間、武器を止める

と言われてきたが、今日では、武器を持って止

（あし）で進むことを表す１３）。「芸」とは様々な

分野の技術の意であり、「術」とは手立て、方

法、手段の意である。このことから、「武芸」

や「武術」は、「戦いの際に相手を攻撃したり、

自らの身を守ったりする技、方法」であると捉

えることができる。

　一方、「武道」を字義から考えるとどうなる

のか。「道」とは、首と�からなっている。首

は頭髪の象形文字で、人間、物事のはじめ、要

を意味し、また�は彳と止からなり、行ったり、
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止まったりする意である。したがって道はもと

もと人々がある地点からある地点まで行く具体

的な道の意味があった。今日我々が理解する道

の抽象的な語義としては、人の履行すべき理義、

宇宙の根源、方法、やり方、学問、技芸、専門

領域等があるが、ここでは、人の履行すべき理

義、人間の生き方、あり方を求めることと捉え

る１３）。よって「武道」の字義は、「攻防の技術

を磨くと同時に、心を練り、人間の生き方を、

求めること」といえる。

　ここまでの一連の考察から、攻防の技術とし

て発生した「武芸」に精神的な要素が加わり、

「武道」へと発達したと捉えることができる。

　３）武道の史的変遷

　発生的には戦場における殺傷を目的とした攻

防の技術であった１４）。人間の生存あるいは身を

守る必要から生じた武器とその操法は、やがて

武士階級の勃興によって、武士の間に引き継が

れ、時には禅と密接な関係を保ちながら発達し

ていった。武士が禅に近づいたのは、死を克服

しようと生死超脱の心情を育成するためで、こ

れが「禅剣一如」の武術観を導くことになる。

　時が経つにつれ、これらの攻防の技術は、武

士の修行の中心となり、武芸、武術として体系

づけられ、多くの流派を発達させた。やがて、

単なる技から心の修行も含まれるようになり、

武道が形成されていく。

　鎌倉時代に入ると、武士が実践生活を通して

養成した規範的な精神として、「武士道」の中

核が出来上がった１４）。

　江戸時代には、武道とは、むしろ武士として

の倫理を指し、武士道の意味合いを持つように

なる。特に個人的兵法技術のみを指す場合は、

武芸、武術等の語を用いた１３）。

　このように歴史の流れの中で武道という概念

は変遷してきた。その発生初期段階においては、

殺伐闘争の中、むやみに伝授公表してはならな

い秘法、秘技で、武士階級の特権を維持するた

めのものであった武道は、時が経つにつれ、武

士として身に付けるべき闘争の技術と考えられ

るようになり、鎌倉時代に入ると次第に倫理的

な要素が加わっていった。

　江戸時代には、武道は武士としての倫理、つ

まり、武士道を指すようになる。殺傷を目的と

した攻防の技術を極めようとする誠実な態度が、

その技を使用する実践の場の心の持ち方の探究

につながり、さらには日常生活における心身の

あり方を模索し、倫理的、宗教的に高められ、

「和」のための武道に発展したのである。これ

により、技を磨き、練ることは「人間形成の修

練道」と考えられた１４）。武道の捉え方は、歴史

とともに変化していることは先にも述べた。近

代以降も同様に変化していく。

　明治時代、新渡戸稲造の著書に代表されるよ

うに（BUSHIDO, The soul of Japan）、武道は

武士道精神としてわが国の国民道徳であるとさ

れた。昭和に入り、武士道と武芸の概念を包括

した意味合いで定着１３）した後は、第二次世界

大戦後、学校体育における武道教育が大戦中の

体錬科武道の担った戦時色の濃いイメージを払

いのけ、明るいスポーツとして「格技」として

復活したように、スポーツのよさを取り入れ発

展してきたとも考えられる。

　では、現在はどうなのか。１９８７年、日本武道

協議会によって制定された「武道憲章」の中で、

武道は「日本古来の尚武の精神に由来し、長い

歴史と社会の変遷を経て、術から道に発展した

伝統文化」で「心技一如の教えに則り、礼を収

め、技を磨き、身体を鍛え、心胆を練る修行道、

鍛錬法」とされている。つまり、現在の「武

道」は、戦いの技術である武芸・武術に、精神

的な要素が加わって発展した運動文化と言える。

ここでは、礼を収めること、技を磨くこと、身

体を鍛えること、心胆を練ることは、「心技一

如」の考えから全て、人間形成のための手段

（修行）となる。この人間形成の結果、「旺盛な

活力と清新な気風」１５）を持つ人格へと成長する

のである。

　４）武道で行われる人間形成とは

　武道としての柔道のよさは「技術の習得過程
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を通しての人間形成」であるが、柔道はどのよ

うに人間形成に効果があるのであろうか。

　教育に「今の世の開明を伝えてますます高等

な地位に進ませること」で「一身を独立させ幸

福を得させる」ねらいがあるとしたら、そこに

知識と心と体育の教育は絶対に不可欠である。

しかし、残念なことに、心の教育といった方面

は、全く手薄と言わざるをえない１２）。では、心

の教育とはいったい何なのか。ここでは「心」

を「知識・感情・意思の総体」とし、それに含

まれる多くの要素の中で、武道にあって有効に

教育されるであろうものを考えてみる。

　情動とは「怒り・恐れ・喜び・悲しみ等のよ

うに、比較的急速に引き起こされた一時的で急

激な感情の動き」のことである。この情動の教

育には、肉体を通して刺激を与えるスポーツ、

中でも心身の徹底的な練磨を与える武道こそが、

最適だといえる。

　この情動以外の「心」の要素として、相手と

激しい攻防を尽くし心身の練磨を目指す上で、

技を作り出していく創造力、相手に応じて作戦

を展開していく決断力・判断力、自分・相手の

痛みを知ることによる身体の危険を見極める力、

自己をコントロールする力、相手に対する感謝

の気持ちといったものを武道は教えてくれる１２）。

　このように、わが国伝統の武道を学習、理解

することは、国際的理解を踏まえた教育という

立場はもとより、「心の教育」にとっても意義

深いものと言える１６）。

　スポーツとしての柔道のよさは、相手の動き

に対応した攻防を展開して勝敗を競い合う楽し

さである。また、自己の能力・適性等に応じた

技を身に付け、自由練習などで生かすことがで

きる楽しさである。武道としての柔道のよさは、

「技術の習得過程を通しての人間形成」であり、

「心の教育」にとっても意義深いものといえる。

　「生涯における豊かなスポーツライフを実現

する」ためには、スポーツとしての柔道のよさ、

武道としての柔道のよさをそれぞれ味わうこと

ができるようにすることが大切であると考える。

　これまでの考察から、改正教育基本法で具体

的な教育目標として示された「伝統と文化」は、

学校体育では武道が担っており、これからの柔

道の授業ではより一層「伝統と文化」に触れる

ことができるような指導が求められている。ま

た、「生涯における豊かなスポーツライフを実

現する」という視点から、柔道の「よさ」を味

わわせるような指導を行っていかなければなら

ない。

　そのような指導を行うことによって、「国際

社会を生きる日本人の育成」、「生涯における豊

かなスポーツライフの実現」、「人間形成」、ま

た「心の教育」などの教育効果が得られる。

２．柔道の学習内容・指導順序と安全指導

（１）柔道の安全指導

　中学校体育において、柔道は安全でない種目

とは一概に言えない。大嶋の研究によると、

「柔道は武道領域の種目別傷害発生率では６８％

と比較的高い数値を示すものの、教科体育にお

ける武道領域の傷害発生率が７.４％（１位、球技、

６８％）と比較的に少ない」１７）からである。つま

り、柔道は武道領域である「柔道、剣道、相

撲」の中での傷害発生率は高いが、体育分野全

体でみると、その傷害発生率は比較的低いとい

うことである。

　しかし、「その障害は単に骨折や捻挫のみな

らず、頚椎損傷等、時には死に至るほど大きな

ものが多い」３）ことから、柔道に対する中学生

の意識は、「心身鍛錬価値効果への価値意識は

高いものの、感情的には非好意的、逃避的傾

向」１８）にあり、教師も、指導中の怪我に不安を

抱いている１９）ものと思われる。

　中学校学習指導要領解説には「武道」の「内

容の取り扱い」について、「安全の確保に十分

留意すること」が示されている。また、日本国

憲法１３条、１６条に「子供が安全に教育を受ける

権利の保障」１７）が明示されていることからも、

事故や傷害を未然に防ぐことが必要である。よ

って、柔道の授業に際し、安全対策をいかに適
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切に行うかが重要である。

（２）文部科学省発行の指導資料

　この項では安全対策という見地から、「投げ

技の学習内容と指導の順序」について考察を加

えるが、その理由は以下の通りである。柔道の

障害の９７％が投げ技を施したときに発生してい

ることから、投げ技、受け身の技能の未熟が、

傷害発生の原因の一つと考えられ、その指導方

法を見直す必要があること２０）。教師自身の教材

研究不足が、事故・傷害の原因として挙げられ

る３）ことから、技能内容の系統性、順位性を

明らかにする必要があることなど。

　平成２０年９月に発行された「中学校学習指導

要領解説」は指導内容の明確化が図られ、投げ

技の指導方法についても以前より詳しく示され

ている。そこで、「中学校学習指導要領解説」

に示されている「投げ技の学習内容と指導の順

序」についての考え方を明らかにするため、改

訂前の「中学校学習指導要領解説」と比較を行

なった。

　また、「柔道指導の手引」も平成１９年３月に

改訂されている。「柔道指導の手引」は、教科

体育における柔道の効果的な指導が行われるよ

うに文部科学省が発行したものである。そのた

め、これを詳しく読み込み、改訂前のものと比

較することで、「中学校学習指導要領解説」に

示されている「投げ技の学習内容と指導の順

序」についての考え方をより明確にできる。

「中学校学習指導要領解説」と「柔道指導の手

引」の最近の改訂の流れは次のようになってい

る。

①平成５年５月　学校体育実技指導資料

　　　　　　　　第２集　柔道指導の手引

　　　　　　　　（改訂版）

②平成１１年９月　中学校学習指導要領解説　

保健体育編

③平成１９年３月　学校体育実技指導資料

　　　　　　　　第２集　柔道指導の手引

　　　　　　　　（二訂版）

④平成２０年９月　中学校学習指導要領解説　

保健体育編

　今後の柔道の授業は、③と④の新しい「中学

校学習指導要領」と「柔道指導の手引」を参考

につくられていくことになる。

　以下、新しい「中学校学習指導要領解説」と

「柔道指導の手引」をそれぞれ「新中学校学習

指導要領解説」、「新柔道指導の手引」とし、改

訂前のものを「旧中学校学習指導要領解説」、

「旧柔道指導の手引」とする。

（３）投げ技の学習内容

　１）「中学校学習指導要領解説」

　「旧中学習指導要領解説」と「新中学校学習

指導要領解説」に例示されている投げ技の学習

内容は同じで、「体落とし、背負い投げ、大腰、

釣り込み腰、払い腰、膝車、支え釣り込み足、

大外刈り、大内刈り、小内刈り」である。

　「新中学校学習指導要領解説」では投げ技の

学習内容を学年別に示したり、投げ技を〈手

技〉、〈腰技〉、〈足技〉ではなく、「支え技系」、

「刈り技系」、「まわし技系」という３つの系統

に分類したりしている点に変更がみられるが、

例示されている投げ技に変更はない。

　２）「柔道指導の手引」の比較

　「柔道指導の手引」を比較すると、参考例と

して示されている学習内容が多少変更されてい

る。「旧柔道指導の手引」において、中学校で

は「体落とし、膝車、支え釣り込み足、小内刈

り、大内刈り、大外刈り、大腰、釣り込み腰、

背負い投げ、出足払い、送り足払い、払い腰、

跳ね腰」が示されている。高等学校では、これ

に加えて「内股、浮き技、巴投げ、浮き腰」が

示されている。

　一方、「新柔道指導の手引」では、中学校で

取り扱う投げ技は「体落とし、膝車、支え釣り

込み足、小内刈り、大内刈り、大外刈り、大腰、

釣り込み腰、払い腰、背負い投げ」とし、これ

らに加えて高等学校では「出足払い、送り足払

い、内股、跳ね腰、浮き技、巴投げ」を扱うこ

ととしている。

　変更されたところは、「新柔道指導の手引」
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において「出足払い、送り足払い、跳ね腰」が

高等学校で取り扱うこととされ、浮き腰が削除

されたことである。長い間、学習指導要領解説

と柔道指導の手引で中学校・高等学校の技の例

示が異なっていたが、このことにより技の例示

が統一されたことになる。

　「柔道指導の手引」に示されている学習内容

はあくまで参考例であるが、この学習内容の変

化は授業づくりに影響を与えていく。大嶋の研

究によれば、「中学校１年次で扱われている投

げ技は、大腰（１００％）、出足払（９０％）、支え

釣り込み足（８３.３％）、膝車（７５.０％）、大外刈

り（５０.０％）の順である」２１）。大嶋の示したデー

タは平成５年のものである。そのため、平成１９

年、２０年と「柔道指導の手引」、「中学校学習指

導要領解説」がそれぞれ新しくなったことによ

って、今後の中学校１年次で扱われる投げ技の

傾向は変わってくることも考えられる。

　３）投げ技の取り扱いに関する考え方

　「新柔道指導の手引」には改訂前にはなかっ

た投げ技の「学習内容及びその取り扱いに関す

る考え方」という節がある。この節では、どの

ような考え方から投げ技の学習内容を選定した

のかが示されている。

　以下に「学習内容及びその取り扱いに関する

考え方」の全文を示す。

　『各学習段階では、どのような技をどのよう

な手順で取り扱っていけばよいか、大きな課題

である。投げ技の指導の手順については、技の

かけ易さや受け身のとり易さなどを考慮しなが

ら、易→難、弱→強、低→高などと順次その難

易度等を高めていくことが必要である。しかし、

何をもって投げ技の難易度とするかについては

難しいと言わざるを得ない。また、個々の技の

難易度のみならず、その指導の手順についても、

一人一人の指導者や生徒の特性等から一概に言

えないのも事実である。ここでは、各学習段階

における投げ技の取り扱いについては、投げ技

の難易度というよりも、技の系統性を考慮しな

がら、取と受の相対関係に着目した二次元のマ

トリックスで整理を試みている。取の立場から

すると、両足で立った状態で技を施すのが、最

も安定している。軸足一本で立っている状態で

技を施したり、捨て身で技をかけたりする場合

はどうしても安定性を欠く。心理的にも不安を

抱えた状態で技を施すことにもなる。他方、受

の立場からすると、一方の足が畳についている

状態で投げられれば安心して受け身をとること

ができる。宙に舞った状態で投げられると、受

は、瞬間的に恐いと思ったり、心理的にも不安

を抱えたりした状態で受け身をとることになる。

このように考えると、投げ技の取り扱いにあた

っては、取と受の双方が「安定」していること

が基本的に重要であると言える。したがって、

この安定した状態で投げ技の練習を行い、次第

に習熟を図りつつ大きな投げ技に挑戦していく

ようにすることが大切となる。もとより、技能

が高度に身に付いたときは、いずれの技も宙に

舞って受け身をとることに変わりはない。以下、

二次元のマトリックスで具体的に検討すると次

のようである。（表１参照）なお、基本動作、

特に受け身との関連で投げ技を初歩の段階で取

り扱うときは、ここでいう投げ技の取り扱いと

は別途考えなければならない。例えば、大腰の

ように、相手をしっかりと抱えたままそっと下

ろすように投げて受け身をとらせるような指導

においては、その大腰を投げ技として取り扱っ

てはいないということになる』４）

　新柔道指導の手引では上記のように投げ技の

取り扱いを、取と受との相対関係によると述べ

ている。

　また、「新柔道指導の手引」では、文部科学

省は「投げ技の難易度というよりも、技の系統

性を考慮し」、「取と受の双方が安定しているこ

とが基本的に重要である」という考え方から、

中学校で取り扱う技を「体落とし、膝車、支え

釣り込み足、小内刈り、大内刈り、大外刈り、

大腰、釣り込み腰、払い腰、背負い投げ」とし

ている。

　４）投げ技の指導順序の観点
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　①「中学校学習指導要領解説」における投げ

技の指導順序

　「新中学校学習指導要領解説」では、発達段

階に応じた指導を充実させることから、保健体

育科の目標を、第１・第２学年と第３学年に分

けて示している。このため、各運動領域のねら

いと内容も同様に分けて示されている。

　これは「旧中学校学習指導要領解説」との大

きな違いである。「旧中学校学習指導要領解説」

では、対人的技能の投げ技を例示しているだけ

であったが、「新中学校学習指導要領解説」で

は、第１・第２学年と第３学年に分けて取り扱

う技を示している。

　第１・第２学年では、「膝車、支え釣り込み

足、大外刈り、小内刈り、体落とし、大腰」を、

第３学年では「大内刈り、釣り込み腰、背負い

投げ、払い腰」を取り扱うこととしている。

　「旧中学校学習指導要領解説」での投げ技の

取り扱いに関する記述は、「技を学習するに当

たっては、自己の体力などに応じて身に付けや

すい技を選び、その技を中心に約束練習などを

行うようにする」２２）のみであった。

　しかし、「新中学校学習指導要領解説」では、

投げ技の指導に際して「２人１組の対人で、崩

し、体さばき、受け身を用いて、投げ技の基本

となる技を扱うようにするとともに、膝車から

支え釣り込み足などの支え技系、大外刈りから

小内刈り、大内刈りなどの刈り技系、体落とし

から大腰などのまわし技系など系統別にまとめ

て扱うようにする」ことが示されており、投げ

技の取り扱いに関して、以前より詳しくなった。

　今回の学習指導要領改訂において、中学校保

健体育科の改善の基本方針に「学習段階の接続

及び発達の段階に応じて指導内容を整理し、明

確に示すことで体系化を図る」１）とある。

　「旧中学校学習指導要領解説」と「新中学校

学習指導要領解説」を比べると、「柔道の技能

の学習段階の例」において学年別の学習内容を
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表１　取と受との相対関係による投げ技の取扱い（例）

受 

強 
高 

↑ 
↑ 
↑ 

弱 
低 

宙 
に 
舞 
う 

↑ 
↑ 
↑ 

一 
方 
の 
足 
は 
畳 

④体落とし 

③背負い投げ 
　釣り込み腰 
　大腰 

⑤跳ね腰 
　内股 
　払い腰 

④送り足払い 
 
 
 
　出足払い 

②大外刈り 
　大内刈り 
　小内刈り 

　支え釣り込み足 
　膝車 

⑥巴投げ 
 
 
 
 
　浮き技 

両足で立っている →軸足一本で立っている→ 捨て身 
〈安定〉 →→ 〈不安定〉 

取 

以上のことから、本指導計画においては、次のように取り扱うこととする。 
　　中学校　①②③に示された技　　　高等学校　④⑤⑥に示された技 

柔道指導の手引（二訂版・2007）より転載　 



示したり、投げ技の取り扱い方について「系統

別にまとめて扱う」ように示したりしているこ

とから、文部科学省が以前よりも内容を明確に

示し、体系化を図ろうとしたことが分かる。

　②投げ技の指導順序に関する考え方

　「新中学校学習指導要領解説」では内容の明

確化が図られたが、具体的には理解しづらい部

分がある。「系統別にまとめて扱う」とはどの

ような指導法のことなのか、「新中学校学習指

導要領解説」にどの系統の技なのか示されてい

ない投げ技（釣り込み腰、背負い投げ、払い腰

等）は「～技系」になるのか、「基本となる技」

とは具体的にどの技のことなのか、といった部

分がそれである。

　よって、ここでは「新中学校学習指導要領解

説」と「新柔道指導の手引」を参考に「新中学

校学習指導要領解説」における投げ技の指導の

順序に関する考え方を明らかにする。

　投げ技は、「崩し→体さばき→技の掛け→投

げ」の一連の動きによって行われる。技を「系

統別にまとめて扱う」とは、崩す方向や体さば

きが同じものを同じ系統の技として指導するこ

とである。崩しと体さばきについて「柔道指導

の手引」から引用して説明すると以下のように

なる。

　『「崩し」とは、相手を投げようとすれば、ま

ず相手の体勢を不安定にすることが必要である。

この不安定な体勢にすることである。相手を崩

す場合には、相手の力や動作を利用したり、自

分の力を用いたりして身体全体で押したり、引

いたりして相手の安定を失わせる。相手を崩す

方法は、相手を押したり、引いたりして崩した

り、相手が押してくるのを利用して引いて崩し

たり、相手が引くのを利用して押して崩したり、

体さばきを利用して崩したりする方法がある。

基本的な崩しには八方向の崩しがある。

　「体さばき」とは、相手を不安定な姿勢にす

るため、自分の身体を前後左右に移動したり、

方向を変えて相手を崩し、同時に、相手を投げ

るのに都合のよい体勢になることを「体さば

き」という。基本的な体さばきには、「前さば

き」、「後ろさばき」、「前回りさばき」、「後ろ回

りさばき」などがある。』４）

　以上のように「崩し」と「体さばき」の観点

から投げ技の指導順序に関する考え方を著者が

まとめたのが、表２である。なお、「新柔道指

導の手引」には「～系」と示されているが、

「新中学校学習指導要領解説」では「～技系」

と示されていることから、「～技系」に統一し

てまとめた。表２を参考に、６つの系統の技は

それぞれどのような技なのかを説明すると以下

のようになった。

　「支え技系」：右足前さばきで受を右前すみに

崩し、受の右膝（右足首あた

り）を左足裏で「支え」、手の

力をきかせ、腰のひねりを加え

て投げる技。

　「刈り技系」：受を後ろに崩し、重心のかかっ

た受の脚を「刈って」投げる技。

　「まわし技系」：受を前に崩しながら、右足前回

りさばきで体を１８０°「まわして」

投げる技。

　「払い技系」：受を移動させ、受の右足に重心

が乗ろうとした瞬間に左足で

「払って」投げる技。

　「跳ね技系」：右足前回りさばきで、受を右前

すみに崩し、「跳ね上げて」投

げる技。

　「捨て身技系」：受を前に崩し、体を「捨て」な

がら投げる技。

　以上のことから、それぞれの系統の名称は、

取の投げる動作の特徴をあらわしているものと

考えることができる。

　さらに、「新中学校学習指導要領解説」には、

「投げ技の基本となる技を扱うようにする」と

ある。基本となる技は、「取（技をかける人）

と受（技を受ける人）の双方が比較的安定して

投げたり、受け身をとったりすることのできる

技のことである」が、具体的にどの技が基本と

なる技であるかは示されていない。
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　基本となる技は教師が適切に選定することに

なるが、「新柔道指導の手引」では参考例とし

て、支え技系、刈り技系、まわし技系からそれ

ぞれ１つずつ技を選び、膝車（支え技系）、大

外刈り（刈り技系）、体落とし（まわし技系）

を基本となる技としている。

　第１学年で基本となる技である、膝車、大外

刈り、体落としを教える。そして、第２学年で

は、それらの技をもとに系統性を利用して、支

え釣り込み足、小内刈り、大腰を教える。系統

性を利用するとは、崩す方向や体さばきが同じ

ものをまとめて扱うことによって、生徒にとっ

て一つひとつの技の技術構造がより明確になる

とともに、比較的容易に技を身に付けることが

できる。さらには、自己の能力などに応じてそ

の発展的な技に適切に挑戦していくこともでき

る１１）。

　これまでの考察から、「柔道の技能の学習段

階の例」と「新柔道指導の手引」を参考に、技

を系統別に示し、学年毎に取り扱う技を示した。

１年では、支え技系、刈り技系、まわし技系か

ら１つずつ基本となる技を教える。２年では、

基本となる技をもとに系統性を利用して、支え

釣り込み足、小内刈り、大内刈り、大腰を教え

る。

　しかし、ここに一つの矛盾がある。大内刈り

は、「新中学校学習指導要領解説」の［第１学

年及び第２学年］で、大外刈りや小内刈りとま

とめて扱うように示されているにもかかわらず、

「柔道の技能の学習段階の例」では３年で扱う

ようになっている。つまり、大内刈りは［第１

学年及び第２学年］と［第３学年］の両方に示

されており、どちらで取り扱うのかしっかり示

されていないということである。

　「柔道の技能の学習段階の例」において３年

で示されている技は、大内刈りを除けばすべて

受が前回り受け身をとる技である。２年で後ろ

受け身を必要とする刈り技系をすべて学習して

しまい、３年では前回り受け身を必要とするま

わし技系だけを扱った方が効率的であると考え

る。３年での投げ技の指導の順序は、①釣り込

み腰→背負い投げ、②釣り込み腰→払い腰であ

る。

　上記の矛盾がなくなるよう中学校における投

げ技の学習順序のモデルを作成したのが、表３

である。

─ ２８ ─

表２　「崩し」と「体さばき」の観点からの投げ技の指導順序

体さばき崩し技系統
右足前さばき右前すみ膝車①支え技系
右足前さばき右前すみ支え釣り込み足
前さばき右後ろすみ大外刈り②刈り技系
前さばき右後ろすみ小内刈り
前さばき左後ろすみ大内刈り
後ろさばき右前すみ体落とし③まわし技系
右足前回りさばき
右足前回りさばき真ん前大腰
右足前回りさばき真ん前釣り込み腰
右足前回りさばき真ん前背負い投げ
前さばき・後さばき右横出足払い④払い技系
前さばき右横送り足払い
右足前回りさばき右前すみ払い腰⑤跳ね技系
右足前回りさばき右前すみ内股
右足前回りさばき右前すみ跳ね腰
後さばき右前すみ浮き技⑥捨て身技系
前さばき真ん前巴投げ

　以上のように投げ技は、①支え技系、②刈り技系、③まわし技系、④払い技系、⑤跳ね技系、⑥
捨て身技系の６つの系統に分けることができる。



　５）投げ技の学習内容と指導順序に関する問

題点

　①基本となる技と投げ技の指導順序が明確で

ない

　「中学校学習指導要領解説」や「柔道指導の

手引」をみて、これらの資料は柔道未経験者の

教師には特に分かりづらいものではないか。こ

のことが、教師の不安につながるものと考える。

例えば、「柔道指導の手引」にある、「投げ技の

指導の手順については、技のかけ易さや受け身

のとり易さなどを考慮しながら、易→難、弱→

強、低→高などと順次その難易度等を高めてい

くことが必要である。しかし、何をもって投げ

技の難易度とするかについては難しいと言わざ

るを得ない」という記述や「どのような技をど

のような手順で取り扱っていけばよいか、一人

一人の指導者や生徒の特性等から一概に言えな

い」という記述である。

　しかし、「柔道指導の手引」には、「各学校に

おいては、これを参考にしながら学校や生徒の

実態を踏まえて適切な学習内容を選定して学習

させることが重要である」ことが示されている。

柔道未経験者の指導者が、何を基準に指導をし

ていけばよいのか、基本となる技は何か・技の

指導順序はどのようなものかを明確に示してい

ない。

　②基本となる技「大外刈り」の問題

　「新中学校学習指導要領解説」には、「柔道の

技能内容と学習段階の例」が示されている。そ

こには、「刈り技系」の最初の技が大外刈りと

されている。また、「新柔道指導の手引」でも、

大外刈りを「刈り技系」の基本となる技として

いる。さらに、「新しい柔道の授業づくり」に

おいても大外刈りを「刈り技系」の中軸として

位置づけている。

　大外刈りは、動作が単純で掛け易く、小中学

生でも使用頻度が高く、決まり技としても多い

という点において、「刈り技系」で最初に教え

ることとされているのかもしれない。しかし、

その一方で大外刈りは傷害の要因にもなってい

る。

　③安全指導と投げ技の指導順序

　柔道の傷害事故の具体例について、Ｉ県の中

学校、高等学校の柔道の試合、部活動、大会な

どにおける調査結果（平成１０年度日本体育・学

校健康センター）からみると、次のようにまと

められる１１）。傷害事故は年間５６７件あり、部活

動中２９７件（５２.０％）、授業中１９７件（３５.０％）、

大会中７３件（１３％）であった。それぞれの活動

中における傷害の発生傾向は、ほぼ同じであっ

た。

　技の分類では、投げ技４３０件（８９.２％）、固め

技５２件（１０.８％）であり、投げ技が圧倒的に多

い。投げ技では、技をかけられたとき３４１件

（７９.３％）、技をかけたとき８９件（２０.７％）であ

り、投げられた者のほうが傷害を負うケースが

多い。投げ技について、技名が記載されていな

いもの２５９件（６０.２％）、記載されていたもの

１７１件（３９.８％）であった。

　技名が特定される傷害では、背負い投げ６２件

（３６.３％）、大外刈り２４件（１４.０％）、足払い１８件

（１０.４％）などの順となり背負い投げが多い傾

向にあった。大外刈りは、背負い投げの次に傷

害が多い技であることが分かる。背負い投げや

大外刈りで傷害が多い傾向にあるのは、使われ

る頻度が高いためとも思われる。
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表３　中学校における投げ技の指導順序（例）

３年２年１年系統学年
支え釣り込み足膝車支え技系

投げ技
小内刈り→大内刈り大外刈り刈り技系

釣り込み腰　　背負い投げ大腰体落としまわし技系
　　　　　　払い腰　跳ね技系

→
→
→ →



　大外刈りは、「相対する相手の右側方に左足

を踏み出して前進しつつ、相手の上体を引きつ

け、右脚で相手の右足を刈り、相手を後方回転

させて背中から強く畳に落とす技」２３）とも言わ

れ、「強い後ろ受け身を必要とする技」４）であ

り、後頭部を強打する可能性がある。後頭部を

強打した場合は脳出血や脳挫傷が起こることも

あるため、大外刈りはけっして安全な技である

とはいえない。

　一方、小内刈りと大内刈りは、投げられてす

ぐに臀部を畳につけられることから、受け身の

とり易さだけを考えると、大外刈りより小内刈

りと大内刈りの方が初心者に教える技としては

適当であるとも考えられる。よって、大外刈り

を基本となる技として１年で取り扱う場合は、

特に安全に留意して指導を行わなければならな

い。

　

３．柔道における「伝統や文化」の指導につい

て

　教育基本法と学校教育法の改正で「伝統や文

化」に関する具体的な教育目標が定められた。

そして、中学校における武道の必修化によって、

「武道の学習を通じて、我が国固有の伝統と文

化に一層触れることができるようにする」こと

が示された。

　しかしながら、柔道における伝統的な考え方

や行動の仕方、立ち居振る舞いなどを提示した

授業資料は、ほとんど例を見ない２５）。中学校学

習指導要領解説においても、伝統的な行動の仕

方については「相手を尊重し合うための独自の

作法、所作を守る」１）ことが示されてはいるが、

具体的に何をどう扱うべきか示されていない。

よって、ここでは著者が埼玉大学教育学部で開

講する「武道A」で実践している伝統的な行動

の仕方の学習内容と指導法を例示する。この指

導内容は著書の「柔道学のみかた（２００８）」に

も、第６章「柔道の礼と心・形」、第７章「日

本の伝統を学ぶ柔道の授業」として記載してい

る。

（１）柔道授業における伝統や文化の指導実践例

　①道場に関する知識と行動の仕方

　道場とは、仏法や武芸を修業する場、修養・

訓練を主として団体生活をする所、などの意味

を持つ。屋外では北が正面であり、「天子は南

面す」といって位の高い人は北を背にして座る、

「北上」「南下」などという言葉が残っている、

などの伝統的な考え方を知らせる。

　武道場は、集団生活の場でもあったことから、

出入り口や水まわりのある場所は下座となり、

一般的に主たる出入り口の正面が上座となるな

どの「座付」の意味を教える。

　②非日常的な行動と有事への備え

　道場とは心身の修養の場であるとともに、相

手を投げたり、抑えたり、首を絞めるなど非日

常的な「有事の備え」の練習をする場なので、

玄関では履物を揃え、道場の入り口では礼を行

うことを推奨すると、生徒たちはその意味を理

解して行動するようになる。

　③柔道衣の取り扱い

　指導書には、「柔道衣のたたみ方」が図示さ

れることが多いが、柔道衣とはスポーツウエア

とは異なり、刀と同じように自己の技術や精神

を高めてくれる用具であることを認識させる。

用具としての刀、ラケットやバットとの違いを

考えてみるのも興味づけにはよい方法である。

　④礼法の指導

　座礼や立礼の仕方や立ち方、座り方などを形

式的に指導しても、生徒には礼の意味や伝統的

な行動の仕方の意味は十分には伝わらない。平

安時代までは節会相撲や武士の礼法として「蹲

踞礼」が主流であったことを伝え、現在でも、

相撲や剣道では蹲踞礼が行われていることを紹

介する。

　時代が新しくなり武士が「板の間」で生活す

るようになると、現在での安座の形からの「胡

座礼」が主流となり、江戸中期にいたって一般

家庭にも畳が普及するようになると、現在の

「正座礼」が行われるようになったなどの礼法

の歴史を簡潔に伝えることも、生徒にとって大
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きな興味づけとなる。

　⑤座り方、立ち方などの立ち居振る舞い

　礼法の指導を行うときに「左座右起」「右立

左座」などと呼ばれる座り方、立ち方や、立礼

からの自然本体への移行などの、立ち居振る舞

いの指導をするのが一般的である。

　これらは、戦国時代が終わり、江戸時代に至

って武士が平服で腰に刀をさして生活するよう

になったことと、大きな関わりを持つ。一般的

に鞘に納めた刀は左手で持つが、その場合、ど

ちらの足から座るのが自然か、相手が突然襲い

かかってきた時、どちらの足から立った方が刀

を抜きやすいかなどを話し合ってみるとよい。

また、刀を腰にさして歩くようになってから刀

の鞘同士が当たらないように互いに左側を通る

ようになったことなどを教えると、伝統的な行

動の仕方の理解が早まる。

　⑥気、間と型の文化

　以上のような礼法や伝統的な行動の仕方を学

ぶ時、「互いに気を合わせて行う」「相手の服装

の乱れなどに対して気をつかう」「相手との間

隔である間合い、突き蹴りを受けない間合いの

取り方や間（タイミング）の取り方」も学ぶよ

うにし、それぞれの意味を理解させると正しい

礼法ができるようになる。

　また、短い時間の測り方として一呼吸、二呼

吸という間の取り方があり、審判が反則を与え

る時の基準となっていたことなどを伝えると、

さらに理解が深まる。

（２）伝統的な行動の仕方と「形」

　日本の伝統的な運動文化は「型の文化」とも

いわれるが、武道は芸道ほど「型」にはまった

ものではないことから、「形」という漢字が使

われることなどを知らせる。「型通り」決まっ

た、「型破り」な考え方だ、「型崩れ」など、型

に関する言葉がたくさん残っていることなども

興味づけとなり、武道はスポーツと学び方が異

なることも認識させる。

　一般に「伝統」とは、人々の生活習慣やもの

の考え方、行動のしかたなどのことをいい、

「世代から世代へ受け継がれて来たところの型

である」といわれている２７）。

　「型」と「形」は同じ字義であり、「形を作り

出すもとになるもの、伝統、習慣として決まっ

た形式、武道・芸能・スポーツなどで規範とな

る方式、ものを類に分けた時、それぞれの特質

をよく表した典型」などの意味を持つ。これら

のことから、「伝統」と「形」は強く関連して

いると言えよう。

　ここで、「形」について注目してみると、形

に含まれる伝統的な行動の仕方としては、下記

のようなものがある。

　①礼法（座礼・立礼）

「左座右起」：左足から座り、右足から立つ。

日常生活で不意に襲われたとき、左腰の帯

刀を抜きやすいことから発した。

　②歩み方

「左進右退」：その起こりは、小笠原流の礼

法に基づくとされ、左腰の帯刀がすぐに抜

けないことから、刀を抜かないという精神

を表すとされる。

　③取と受の位置関係

取が一番初めの技を施したとき、背面を正

面に向けない位置を取ることなどが、挙げ

られる １２）      。
　

　④見取り稽古

上記の形の練習を観察し、指導者の動きや

助言を見ることにより、自分もタイミング

や呼吸がつかめることを知らせる。

　「形」の性格としては次の５つあることを知

らせる。

　形は基本形態であること（応用豊かな基本）。

形は簡約形態であること（目的のために選ばれ

たエッセンス）。形は美的形態であること（機

能性、合理性、自らの美）。形は動きの手順を

示したものであること。形は力の配分を示した

ものであること。

　こうした性格を持つ形による技の習熟は、力

に頼らず、技の理合い（作り、崩し、掛け）を

考えさせながら、個性に応じた得意技を身に付
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けるものである。加えて、相手は自分の技能を

伸ばしてくれるパートナーとして、相手を尊重

する態度を養うことにつながる。

　このように、「形」を学ぶことで伝統的な行

動の仕方を習得することができることはもちろ

ん、さらには、技の理合や相手を尊重する態度

も習得することができる。よって、伝統的な行

動の仕方を習得するために、「形」を適切に取

り扱うのも良い。

Ⅳ　結　論

　本研究は中学校における武道必修化に伴う柔

道指導法のあり方に関する研究である。その第

１報として今回の調査では、教育基本法の改正

・中学校学習指導要領及び解説保健体育編の改

訂を取り上げ、その中で表記される柔道の教材

としての特性について考察を行った。

　さらに文部科学省発行の柔道指導の手引の改

訂版（１９９３）と二訂版（２００７）を比較し、柔道

の学習内容・投げ技の指導内容、指導順序と伝

統と文化を継承、発展させるための柔道指導法

と安全対策について論究を行った。

　今回の研究で得られた知見は以下の通りであ

る。

　１．教育基本法、新学習指導要領の教育目標

の一つは、我が国が持続可能な発展を遂げてい

くために、国際社会との共存、共栄を図ること

にある。この目標を実現するためには、我が国

の伝統と文化を知り、継承・発展するとともに

他国の文化を尊重する教育が必要である。

　２．伝統と文化に関する教育は各教科におい

ても行われるが、体育では武道領域が担うこと

になる。武道の必修化は生涯における豊かなス

ポーツライフの実現と礼に代表される我が国固

有の文化により一層触れることが目的であるが、

技術の習得課程を通じての人間形成が重要な課

題となる。

　３．生涯スポーツの観点からの柔道の「よ

さ」とは、機能的特性、効果的特性、構造的特

性があげられるが、今後は武道としての伝統や

文化を中心とした構造的特性の解明が必要とな

る。

　４．武道として柔道を学ぶ中での人間形成と

は、相手の痛みを知ることによる身体の危険を

見極める力、自己をコントロールする力、相手

に対する感謝の心などを通じて培われる。

　５．投げ技の学習内容と指導順序では、取と

受の双方が「安定」していることが初期段階で

は重要である。そして次第に習熟を図りながら

宙を舞う大きな技に発展していく。また、支え

技系、刈り技系、まわし技系など系統別にまと

めて扱うことも大切である。

　６．投げ技の指導順序の課題としては、何を

もって難易度とするか、指導者や生徒の特性か

ら一概に言えないのが現状であり、「基本の技」

となる大外刈りも指導の難しい技であり、今後

のさらなる精査が必要である。

　７．柔道における伝統と文化の指導では、道

場の意味と座付・用具としての柔道衣の取扱い

・礼法・座り方、立ち方などの立ち居振る舞い・

気と間・形の意味や指導、見取り稽古などが挙

げられる。

　８．柔道の安全指導では、初期段階の指導で

支え技系の技から始めるか、刈り技系から始め

るかの課題と受け身との関連性を考慮した指導

が課題となる。また、刈り技系では大外刈り、

小内刈り、大内刈りの指導順序の見直しが必要

である。
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Initial Report on the Significance of Teaching Method of Judo

─ Associated with Newly Required Subject of Budo at School ─

Seiki NOSE, Kazuaki TANAKA, Eigo NOSE

Keywords：school athletic program, Budo, judo, safety measures

　　This study is designed to verify the teaching method of judo as a compulsory subject at junior 

high schools in Japan. This is the initial report that shows the characteristics of judo as a teaching 

material from the point of the revised Fundamental Law of Education and the new education 

guideline of health and physical education for junior high schools.

   Additional study deals not only with learning contents of judo itself and teaching contents of 

throws, but teaching methods and safety measures in order to preserve and  develop our tradition 

and culture as well as teaching procedure; from the point of the Ministry’s revised guidance 

manuals on judo (1993) and its second revision (2007).

　　The findings from the study are as follows:

 

1. One of the main goals of Fundamental Law of Education and New Educational Guidelines is to 

work with international community for mutual harmony and benefit, which leads to our 

national prosperity. 

2. Education on tradition and culture in Physical Education is assigned in the field of Budo. The 

main idea is to build the character foundation in the process of acquiring techniques.

3. As a Budo it is necessary to clarify the significance of structural peculiarity of judo , which is 

one of its advantages from the point of  lifelong sport. 

4. Character foundation is acquired in learning Budo by means of assessing the others’ physical 

danger and feeling their pain, self-controlling, and feeling gratitude to the others. 

5. At the early stage in learning throws, it is important for both sides to perform in the “stabilized” 

position and gradually to learn larger throws. 

6. The problem in the procedure of teaching throws is to decide on the criteria of difficulty level. 

7. The items of instruction for tradition and culture of judo includes; significance of dojo, the way 

to take care of judo-gi, behavior, qi (life energy), ma (life energy ) and kata (formation ).

8. With regard to safety measures, it is necessary at the early stage of learning to take account of 

the adequacy of either Sasae-waza (propping and drawing throws) or Kari-waza (reaping 

throws) for Ukemi. 


